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市政のお知らせを放送しています
◆ テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 毎日４回放送していて、市ホームページからもご覧になれます。
◆ ラジオ（毎週月・水・金曜日）　おびひろタウンインフォメーション（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
　　　　　　　　　　　　  　おびひろ広報メモ（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために「こうした
方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。

広報掲載記事に関連するW
ウ ェ ブ

EBページを簡単に探せます
　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市
ホームページの「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当
WEBページのより詳細な情
報が確認できます。ぜひご
活用ください。 市ホームページID．1000038

問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・
0156、Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

オビヒロオビヒロ
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CAMERA
REPORTカメラレカメラレポポ

各担当課問い合わせ
　各計画の策定に当たり、市民の皆さんから意見を募集します。
　計画（原案）および募集要領は、各コミセンや担当課、市ホームページ
で公開します。意見を提出する場合は、11月27日㈪～12月26日㈫までに、
案件名、氏名、住所、意見を書いて、直接・郵送・ファクス・Ｅメールの
いずれかで担当課へ提出してください。詳細は募集要領をご覧ください。

パブリックコメントパブリックコメント
（市民意見提出制度）（市民意見提出制度）

知っていますか？子育て応援事業所知っていますか？子育て応援事業所
子育て支援課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9700）問い合わせ

帯広市では、地域全体で子育て家庭を応援するため「子育て応援事業所」の取り組みを進めています。

市ホームページID.1004645

　帯広市では子育て家庭にやさしい、子育てしやすいまちづくりを
進めるため、子育て家庭を支援する取り組みを行っている事業所を
「子育て応援事業所」として登録しています。
　10月末現在、286の事業所が登録されており、それぞれの事業所
がさまざまな取り組みを行っています。

　右のマークがあるお店や会社が、子育
て応援事業所です。商品の割引販売、授
乳室やキッズスペースの設置、子ども食
堂への支援などを行っています。
　各事業所が行っているサービスの詳細
については、市ホームページをご覧くだ
さい。

　対象は、子どもがいる従業員の育児休業の取得や勤務時間の短縮、
学校行事などの参加に対する有給休暇制度の実施など、従業員が仕
事と子育てを両立できるような環境づくりに取り組んでいる事業所
です。
　子育て応援事業所に登録すると、子育て応援事業所促進奨励金※

が受け取れるほか、事業所として子育てを応援していることをアピ
ールすることができます。登録方法など詳細は、市ホームページを
ご覧ください。

※　子育て応援事業所促進奨励金
　子育て応援事業所が、育児休業を取得した従業員を継続して雇用している場
合、帯広市子育て応援事業所促進奨励金の支給を受けることができま
す。詳細は、市ホームページを確認するか、商業労働課（市庁舎７階、
☎65・4168）へ問い合わせください。

子育て応援事業所とは 子育て応援事業所に登録しませんか？

市ホームページID.1004653

市ホームページID.1004167

皆さんの声を
まちづくりに反映

・◯◯計画（原案）について、
◯◯の目標を掲げてはどうで
しょうか。
・◯◯計画（原案）の◯◯の
部分は、市民目線で見ると◯
◯なので、◯◯のように見直
すといいと思います。　など

　帯広市と周辺の３町（音更
町、芽室町、幕別町）で、デ
ジタル技術の活用を推進する
ための構想
担当課ICT推進課（市庁舎９
階、☎65・4117）

　障害のある人に関する施策
を推進するほか、障害福祉サ
ービスの提供体制を確保する
ための計画
担当課障害福祉課（市庁舎１
階、☎65・4148）

　市民の住生活の安定の確保
の促進および向上を図るため
の計画
担当課建築開発課（市庁舎６
階、☎65・4179）

　市民が健康づくりに取り組
むことができるよう、健康施
策を推進するための計画
担当課健康推進課（東８南13、
保健福祉センター内、☎25・
9721）

　空き家に関する対策を定め、
生活環境の保全を図るための
計画
担当課建築開発課（市庁舎６
階、☎65・4179）

　一人ひとりが生きることに
前向きになれるよう、自殺対
策を進めていくための計画
担当課健康推進課（東８南13、
保健福祉センター内、☎25・
9721）

　温室効果ガスの排出を抑制
し、持続可能な脱炭素社会の
実現を目指すための計画
担当課環境課（市庁舎６階、
☎65・4135）

　介護予防や地域の支え合い、
介護・生活支援サービスなど
の計画
担当課介護高齢福祉課（市庁
舎１階、☎65・4150）

＊意見の記載例＊
帯広圏デジタル化
推進構想(原案)

（仮称）帯広市障害者共生
まちづくりプラン（原案）

帯広市住生活基本計画
（原案）

第三期けんこう帯広21
（原案）

帯広市空家等対策計画
（原案）

（仮称）帯広市生きるを
支える推進計画（原案）

（仮称）帯広市ゼロカーボン
推進計画（原案）

第九期帯広市高齢者保健
福祉計画・介護保険事業

計画（原案）

　令和６年に国立公園に
指定される日高山脈襟裳
国定公園。パネル展では
空から見た日高山脈やそ
こで生きる生き物、暮ら
しの風景など、日高山脈
の魅力を紹介しました。
　北海道では７番目の国
立公園となる日高山脈襟
裳国定公園を訪れ、雄大
な自然に触れてみてはい
かがでしょうか。
　12月９日㈯にとかちプ
ラザで開催する環境交流会でもパネルを展示しますので、
ぜひご覧ください。（10月17～23日、市民ホール）

　児童会館で「リアルジ
オラマで魅せる昭和のお
びひろ2023」を開催し、
初日から３日間で約2800
人の来場がありました。
鉄道愛好団体から寄贈い
ただいたジオラマで、昭
和50年代の中心市街地を
リアルに再現しています。
来場者からは「駅地下の
デパートが大好きだった」
「よく通った洋食屋さん
の看板が懐かしい」などの声が聞かれました。
　今後、「駅前通り」「広小路」などを入れ替えながら
常設展示していきます。現在の街並みとの違いを探しに、
足を運んでみてはいかがでしょうか。（11月３～12日、
児童会館）

日高山脈魅力発信パネル展日高山脈魅力発信パネル展

昭和のおびひろへタイムスリップ！昭和のおびひろへタイムスリップ！


